
２．開発会社
日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング（旧新日鉄、旧住金）、
JFEエンジニアリング（旧川鉄、NKK）
住友金属パイプエンジ（旧住友金属）

官民連携新技術研究開発事業 新技術概要書

本概要書作成年月 平成２５年１月

１．新技術名 拡径式継手鋼管

３．資料請求先

会社名 日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング㈱

住所 東京都品川区大崎１－５－１

担当課 営業本部　水道総括部 担当者 川口周作

電話 ０３－６８６５－６７１１ ＦＡＸ ０３－６８６５－６４０１

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.nspe.nssmc.com/　、　http://www.jfe-eng.co.jp/

５．新技術の概要

拡径式継手鋼管の接合手順を図１に示す．工場出荷時に拡径された鋼管受口（ソ
ケット）とゴム板が装着された挿口とを現場で接合し，管内面から図２に示す拡径
ジャッキを用いて部分拡径する．その結果，挿込み側の鋼管外面とソケット側の鋼
管内面が比較的小さな曲率の曲面で接触し，互いを拘束するため，継手部の抜
出し，挿込みの双方を防止する軸耐力が生じる．また，その接触面となる挿込み
側の鋼管外面に装着した止水用のゴム板（以降，止水ゴム）をサンドイッチ状態で
接続拡径することから，止水ゴムが圧縮され，管内水を止水する．

４．工種区分

大分類 小分類

管水路（パイプライン）工 －

６．適用範囲(留意点)

適用範囲
内圧1MPa
口径（呼び径）600A～1,200A
直管，曲管（JIS G 3443-2の22･1/2°程度）
２度程度の現地での曲げ配管も可能

設計流速係数（Ｃ）＝130
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７．従来技術との比較
新技術

比較する従来技術
（当初の工法・標準案）

比較の根拠

概要図

拡径式継手鋼管

溶接継手鋼管 －

工法名 拡径式継手鋼管 溶接継手鋼管

経済性(直接工事費) 88 100
溶接と比べて材料費が若干高くなるも
のの布設費および接合費にてコスト削
減（1200A：溶接継手鋼管を100とした場

工程 ４本／日 ３．７本／日
溝掘削が先行できれば、布設
本数増加（1200A）

品質 従来技術と同等

安全性 従来技術と同等 耐震性はＬ１対応

施工性 従来技術より向上 継手の接合作業が速い

周辺環境への影響 従来技術より向上 溶接ヒュームが発生しない

８．特許 －

９．実用新案 －

１０．実績

農水省

平成１５年度 北陸農政局 主幹線用水路分水工付帯（その１０）工事 1000Ａ×約212ｍ

１１．備考

その他

平成１３～１４年度 水資源機構 昭和開水路拡径式鋼管併設水路工事 1200Ａ×約169ｍ
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